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港
区
の
三
田
二
丁
目
三
と
五
の
間
をつな

北
に
向
か
っ
て
上
る
名
坂
を
「
綱

さ
か

わ
た
な
べ

坂
」（
別
名
渡
辺
坂
）
と
い
う
。
東
側
に

は
慶
応
義
塾
大
学
と
イ
タ
リ
ア
大
使
館
が

あ
り
、西
側
に
綱
町
三
井
倶
楽
部
が
あ
る
。

両
側
か
ら
巨
樹
が
枝
を
伸
ば
し
、
坂
に
覆

い
か
ぶ
さ
っ
て
い
る
の
で
、
ま
る
で
緑
の

ト
ン
ネ
ル
の
中
を
走
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

三
井
倶
楽
部
の
石
垣
と
化
粧
れ
ん
が
が
美

し
く
、
情
趣
と
風
格
を
備
え
た
安
ら
ぎ
の

聖
域
を
つ
く
っ
て
い
る
。

綱
坂
一
帯
は
江
戸
時
代
に
は
大
名
屋
敷

が
立
ち
並
ん
で
い
た
。
イ
タ
リ
ア
大
使
館

の
地
は
伊
予
松
山
藩
主
・
松
平
隠
岐
守
の

ち
か
ら

中
屋
敷
跡
で
、
赤
穂
浪
士
の
大
石
主
税
ら

十
人
が
こ
こ
で
切
腹
し
た
こ
と
で
知
ら
れ

る
。
三
井
倶
楽
部
と
、
西
側
に
続
く
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
大
使
館
に
は
、
陸
奥
会
津
藩

さ

ど
は
ら

主
・
松
平（
保
科
）肥
後
守
と
日
向
佐
土
原

藩
主
・
島
津
淡
路
守
の
屋
敷
が
あ
っ
た
。

わ
た
な

坂
名
の
由
来
は
平
安
時
代
の
武
将
・
渡

べ
の
つ
な

よ
り
み
つ

辺
綱
の
伝
承
に
あ
る
。
綱
は
源
頼
光
の
四

天
王
の
一
人
。
頼
光
に
従
い
、
京
都
・
大

し
ゆ
て
ん

江
山
で
酒
呑
童
子
を
殺
し
た
り
、
羅
生
門

の
鬼
退
治
を
し
た
こ
と
で
有
名
だ
。
祖
父

が
武
蔵
守
だ
っ
た
こ
と
か
ら
関
東
で
の
出

生
伝
説
や
活
躍
秘
話
が
生
ま
れ
た
。

近
く
の
竜
生
院
（
三
田
二
丁
目
十
二
―

う
ぶ
ゆ

五
）
に
は
「
綱
の
産
湯
の
井
戸
」
が
あ
り
、

み

た

御
田
八
幡
神
社
（
三
田
四
丁
目
）
は
綱
の

氏
神
と
伝
え
、
羅
生
門
の
高
札
と
い
う
も

の
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
自
証
院つち

（
新
宿
区
富
久
町
四
丁
目
）
に
は
綱
の
土

ぐ

も

蜘
蛛
退
治
の
伝
説
が
残
さ
れ
て
い
る
。

綱
坂
の
突
き
あ
た
り
を
右
折
す
る
と

つ
な

て
び
き
ざ
か

「
綱
の
手
引
坂
」
の
下
り
。
綱
が
幼
少
の
こ

う
ば

ろ
、
姥
に
手
を
引
か
れ
て
坂
を
い
き
き
し

た
と
い
う
の
が
坂
名
の
由
来
。
北
に
は
水

天
宮
で
有
名
な
筑
後
久
留
米
藩
主
・
有
馬

中
務
大
輔
の
上
屋
敷
が
広
が
っ
て
い
た
。
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綱 坂（港区）第 回２

外
国
人
の
名
前
が
つ
い
た
坂

が
品
川
区
に
二
つ
あ
る
。
南
品

川
の
ゼ
ー
ム
ス
坂
と
、
東
大
井

の
ヘ
ル
マ
ン
坂
。ジ
ョ
ン
・
Ｍ
・

ジ
ェ
ー
ム
ズ
は
慶
応
二
（
一
八

六
六
）
年
に
来
日
し
た
、
イ
ギ

リ
ス
人
の
造
船
技
術
者
。
ヘ
ル

マ
ン
・
シ
ュ
プ
リ
ッ
ト
・
ゲ
ル

ベ
ル
ト
は
ド
イ
ツ
人
。

二
人
と
も
坂
の
近
く
に
住
ん

で
い
た
。道
路
の
改
修
に
際
し
、

私
費
を
投
じ
て
協
力
し
た
の

で
、
地
元
の
人
た
ち
が
感
謝
の

意
を
込
め
て
彼
ら
の
名
前
を
坂

名
に
残
し
た
の
だ
と
い
う
。

綱の手引坂

綱坂アクセス
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JR 田町駅か都営三田線・浅草線三田駅で下車し慶応大学に向かう。正門前の信号のすぐ先を右、右折する。慶応中等部の先が綱坂の上り


